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1．背景と研究目的 

 パウダーファンデーション（PF）は、粉体と油剤を混合し圧縮成型した製剤である。PFの成型方法

は、乾式成型法と湿式成型法に大別されるが、プロセス中にスラリー工程を経る後者の PF ではなめら

かな感触特性を得られることが知られている。この特徴的感触は、PF 成型体の内部構造に起因するも

のと考えられ、これまでに走査型電子顕微鏡（SEM）を用いた成型体断面における局所観察が試みられ

ている 1)。一方、SEM像で得られる二次元情報からは、粉体配向性や粉体間の空隙等を正確に理解する

ことは困難である。このような背景の下、本研究ではシンクロトロン光を用いた X線 CTにより高分解

能かつ三次元的な PF 成型体の内部構造観察を検討している。前回実験（実験番号 2020a0083）では、

X 線暗視野法（XDFI）により、アガロースゲル中に分散した有機ポリマー粒子を観察することができ

た。今回の実験では、同法を用いて PF 成型体中に存在する有機ポリマー粒子を観察することを目的と

した。 

 

2．実験内容 

 球状粒子としてシリカ、PMMA、セルロースを含有するモデル PFをそれぞれ調製し、0.5 mm角に

切出した PF成型体を X線 CT測定に供した。X線暗視野法に基づく撮像システムは、BL8S2ビームラ

イン内にほぼ完成した状態で構築されている。実験条件のうち、X線エネルギーは 19.8 keV、ビームサ

イズは 24 × 40 mm2である。XDFI光学系の中で使用されるアナライザーは、Laue型 Si(111)回折面を

用いる厚さ 166 μmの Si単結晶薄板である。X線カメラは、シグマ光機製シンチレータとレンズカップ

リング光学カメラで構成されたものである。カメラレンズ倍率を調整することでピクセルサイズ 2.26 

µm、及び 1.55 µmでの観察を試みた。 

 

3．結果および考察 

 前回実験で、アガロースゲル中では有機ポリマー粒子を高コントラスト分解能にて観察することがで

きたが、本実験では PF成型体中の各球状粒子を明確に捉えることができなかった。これは、PFを構成

する基材の鉱物が比較的密度が高いため、単色 X線光源を利用する本測定法において十分な光量を得ら

れなかったものと考察している。また、本実験系においてピクセルサイズは最大 1.55 µmであるが、実

際の空間分解能は 5 µm程度であることを考慮すると、粒子径が約 5 µmの球状粒子を単一粒子レベル

で観察することが困難であったものと考えられる。 
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